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	３.３ 吊物機構の設計用荷重
	５）地震荷重
	設計用地震力は設計用震度をもとに水平地震力と鉛直地震力を考慮する。
	水平地震力は次式により算定し、作用点は機器の重心とするが、機器、積載物等の重量が分布している場合は、状況に応じて複数の作用点を設定する。
	ＦＨ＝ＫＨ・Ｗ
	ここに　ＦＨ：設計用水平地震力（kg）
	ＫＨ：設計用水平震度
	Ｗ ：機器の重量（kg）
	鉛直地震力は次式により算定し、作用点は上記と同様とする。
	ＦＶ＝ＫＶ・Ｗ
	ＫＶ＝ＫＨ／２
	ここに　ＦＶ：設計用鉛直地震力（kg）
	ＫＶ：設計用鉛直震度
	ワイヤロープ、チェーン等で吊り下げられている部分、例えばバトン、ブリッジ等への水平地震力は無視して良い。ただし、固定されたガイドレール等により支持されるカウンターウェイト等は水平地震力を考慮するものとし、詳細は２.９ による。鉛直地震力については、静止時の荷重の ＫＶ倍の鉛直地震荷重が昇降ワイヤロープ、吊り下げチェーン等に追加されることになる。

